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国立ハンセン病資料館語り部活動

平沢保治保治さんさん講演講演平沢保治さん講演

　ハンセン病という病気は「悪いことした人たちがなる病気
だ」、「神様やほとけ様がばちをあたえてなる病気」だ。また、
お父さんやお母さんやおばあちゃんやおじいさんがハンセン
病だと、家族がみんなハンセン病に
なってしまう。こういう、まちがった考え
かたが長く続きました。
　でも、それを、正しくときあかしたの
が、ノルウェーのハンセンというえら
い、りっぱなお医者さんだったので
す。今から137年前（明治６年
1873年）に「悪いことした人がなる病気」でも、「神様やほ
とけ様がばちをあてる病気」でも、「家族にハンセン病の人
がいると、みんなハンセン病になってしまう」。そんなことはな
いカゼのように菌（きん）によってハンセン病になる。こういう
ことを、発見した人であります。
　でも、多くのお医者さんやお役人やおじさんやおばさんの
中には、今までの「悪い人がなる」「神様やほとけ様からば
ちをあてられた人がなる病気」というまちがった考えをちゃん
と、けじめをつけずに（そのままにして）菌（きん）が見つかっ
て伝染病だというと、ちょっとハンセン病の人に会ったり病
院に来たりしてもうつる。こういうまちがった考えかたが、みん
なで言われるようになりました。
　でもね、ハンセンの病気は、なかなか人にはうつらない。

　でも日本は今から102年前、明治40年（1907年）に
法りつをつくって、ハンセン病の人はいやだっていっても病
院におしこめちゃう。そして外に出さない。病院なのに中にろ

う屋がつくられて、悪いことしていないのにろう屋があって、
火葬場（かそうじょう）もあって、かん者さんがなくなると、か
ん者さんが仕事で火そうして、お寺もあって、かん者さんの
おぼうさんがおきょうをあげたりおそう式をしたりする。
　ハンセン病資料館のとなりにはおはかがあります。100
年間に、死んでもふるさとへ帰ることをゆるされない人たち
が、（平成21年で）4070人が納骨堂（のうこつどう）にね
むっています。
　そういうことをして（ハンセン病かん者を）病院から出さな
い。病院に入ってもハンセン病はなおらないじゃないか、出
てくる人がだれもいない。わたしたちは、いったんハンセン病
だといわれると、まちがって入れられた人までも、外に出るこ
とはできなかったのです。
　病院だから、お医者さんやかんごしさんや、家がこわれた
らなおす人、木のていれをする人、草をとる人、そういう仕事
はぜんぶ、外の人がやるべきなのに、病院に入った人たち
（ハンセン病かん者）が、仕事をさせられて、病気になった
人をめんどうみる。体の不自由な人をめんどうみる。子ども
でも午前中、学校行って、お昼から仕事をさせられる。こうい
うことが、長くつづきました。
　わたしはそういうきびしい中で、中学１年生（１３さい）のと
きに、「平沢さん、あんたハンセン病だよ」こう言われました。
東京大学のえらいお医者さんから、「うちでなおしてあげて
もいいけれども」、「東村山にはりっぱな病院がある」。「１年
で病気が治る」。こういわれました。

　あなたがたも今、４年生から５年生になって、最高学年に
なって中学生になる、高校にいきたければ受験もある。おい
しいものも食べたい、いろいろなものもほしい。でもこれは１
人１人が生きていく、「人生（じんせい）」という道を歩みな
がら、あなたがた１人１人が作りだすものです。楽しいこと
も、苦しいことも、幸せなことも、みんなあなた方が、人間１人
１人が作りだしていく、だから、生きるということは大切なん
です。
　あなたがたの中にはアニメのビデオで、「死んでも、天国
から生きてこられる」、こう思ってる人がいたら、絶対そういう
ことはない。この地上に１回しか命はさずからない、だから、
大切にしなければいけないのです。
　あなたたちは、地球の宝物なんです。１人１人みんな
宝物。
　お金は必要です。知しきも必要です。物も必要です。でも
それだけじゃ、この地球で人間が住んでいけない。
　わたしはハンセン病になった。不幸になった。でも、右手
で字が書けなければ左手で、左手で字が書けなければ口
で、（口で書くときは万年筆をこうハンカチでつつまないとよ
だれで原こう用紙がよごれてしまう）口で書けなければ足
で、足も後いしょう、今は口じゅつ筆記。年令は明日（平成
22年3月17日）で83才になる。けれども、全生園でものを
書くことではだれにも負けない。
　園内の人たちが仕事をしなくても生活できるように、「らい
予防法」という法りつを変えよう、こういう運動にも力をつくし
ましたけれども、最初は失敗しました。そうしてみんなにいじ
められる、清せの駅や、秋つの駅や、東村山の駅にいって
も、きっぷを売ってくれない、食べ物も売ってくれない、タク
シーに乗っても、「全生園だったら下りてください」。こう言わ
れる。
　わたしは何にも悪いことしていない。体がハンセン病に
なって、一生けん命働いたために手足がこんなになって、
火の中、水の中に（手足を）入れても、熱いか冷たいかわか
らなくなった。
　だからこの手は、この体は、人に自まんできるものだと思っ
ています。はずかしいと思ってない。これは一生けん命働い
たり運動した、わたしの勲章（くんしょう）と思っている。

　わたしはこの地いきにいじめられたけれども、感しゃのしる
しとして、緑を残していこうと、40年前から植えつけ、今、桜
500本、梅200本、250種類３万本の木を植え続けてい
ます。鳥も来る、カブトムシも
いっぱいいます、トンボもいま
す、トンボやカブトムシの住
めるところは、だれもが生き
ていけるところなんです。

　今、全生園の入所者は平きん年令は、81才　全員で
283人。あなたたちが、高校生か成人式をするころ、この全
生園はなくなると思います。
　でもわたしたちは、全生園にある３つの宝物。ひとつは生
きるために開こんして切り開いた土地、35万平方メートル、
10万坪（つぼ）あまり。２つ目はこの緑。３つ目は、この地上
に生を受けてきて、ハンセン病になったけれども、命がどん
なに大切か、みなさんがたもこれから大人になって、どういう
道を歩んでいくとしても、それは社会の中で大切なことなん
です。
　大学のりっぱな先生になることも必要ですし、お金のうん
ととれる社長さんになるのも大事です。でも、その人たちだ
けで世の中は回っていかない。家を建てる人、パンを作る
人、バスを運転する人、電車の運転士さん。それぞれ、この
地球が平和にいくための、役目をはたしているわけです。
　そのことを、わたしたちはじっせんしてきた、これが３つ目の
宝物です。

　みなさんは学校にいくことがいやになるかもしれません。
また、いじめはぼう力だけじゃなくて、かげ口をされるかたも
いるかもしれません。でも、ぼう力をふるうとき、自分のほおな
り、体をたたいて「痛い」と思ったら、「相手をたたいたら、痛
いんだ」と思ってください。
　くりかえして申し上げますけど、サル山のボスザルは、何
かあげると、１人で食べちゃってだれにもわけない。
　あなたたちのお父さんお母さん、兄弟、先生がた、おばあ
ちゃんおじいちゃん。何かおいしいものがあったり、あなたた
ちを喜ばせようと思って、一生けん命に働き、連れていってく
れたり、遊んでくれたりしてくれる。お父さんはいそがしいか
ら、お母さんはいそがしいから。そういうことをしてもらえない
人もいるかもしれないけれど、そういう人たちと、お友達と仲
良くしていく。
　あなたたちに「人権（じんけん）」という言葉は難しいかも
しれないけど、1つ目にあなたたちは「よく遊ぶこと」。２つ目
はみんなと「仲良くすること」。よく遊べば友達もできるんで
す。そして３つ目に「勉強すること」。勉強は、そんなこと言う
と、お母さんやお父さん、先生にしかられるけど、いやな時
はやらなくていいんです。したい時は一生けん命やる、好き
なことは一生けん命やる、長所はぐっとのびる、短所もいつ
かは長所になる。そういうことを、ぜひ心のどこかにおいて、
今日、全生園に来たことを心にとめて、あきらめないで自分
が好きなことをしてください。
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小学生中学年編

平沢保治さん講演
●解説
　平沢さんがりょう養所に入所したのは昭和16年（1941

年）のことでした。その頃のりょう養所はけいむ所のような

場所でした。かん者さんは寮舎（りょうしゃ）とよばれるおう

ちに生活し、りょうよう所の外に出ることはゆるされなかっ

たのです。

　かん者さんが逃げられないようにするために、りょうよう

所のまわりにはせの高いヒイラギのかき根がありました。

　かん者さんはグループに分けられ、１つの部屋で生活

させられました。この写真はしょう状の軽い人が生活する

部屋です。

　りょうよう所には子どものかん者もせいかつしていまし

た。りょう母、りょう父と言って大人のかん者が親の代わり

になって、子どもたちの面倒を見ていました。

　平沢さんはお母さんにつきそわれこのようなしせつに

入所したのです。

　東村山の駅から３時間もかかって歩いてきて、「全生園
はどっちですか」って聞いてもだれも教えてくれない。お百
しょうさんの家に行って、「全生園はどっちにいけばいいです
か」ってきいてもね、みんな戸をしめて家ににげていっちゃう。
それほどこわがられた。
　病院に来てみたらはだ
かにされてふろに入れられ
て、学生服からぜんぶとり
あげられてお金もとりあげら
れてね、かん者さんがめん
どうをみるようにいれられ
た。「名前をどうするか」と言われた、なんで平澤保治じゃだ
めなの、入所する人は名前を変えて入る。
　母は「こんな遠くちゃ」、「保治（やすじ）明日も来てあげた
いけれども」と言って泣きながら帰っていく。同時に、わたし
のふところにお金を入れて、「何かあった時はこれで家に
帰ってきなさい」。「目と耳と口があれば」、「そしてお金があ
れば」、「電車に乗って家に帰れるから」。
　わたしは母が帰ったあと、中学生１年生なのに、なき虫
だったから、「かあちゃーん、かあちゃん」とないていた。
　昭和16年（1941年）12月24日　クリスマスイブの夜。
今とちがって、このあたりはすごく寒くて、風がふいていた。
「ヒュー、ガタガタン」。今でもそのことはわすれません、「これ
は大変なところに来てしまった」。

　わたしたちのせんぱいのおじさんやおばさんたちは、ひい
らぎのかき根の外に、にげて行けないように深いあなをほら
された。土をすてることなく、学園のところに、10メートルほ
どの築山（つきやま）をつくって、そこから外をながめ、ふるさ
とをながめる丘とした。「望きょうの丘」って名前が作られた
わけです。わたしも、筑波山の方を見て（ふるさとが茨城県
ですから）、ふるさとをながめました。

　わたしが全生園に来たときは（入所者が）1300人い
た、今は283人だけ。今は病気になる人がいないから
（へっている）、子どもも80人くらいいた。
　わたしは少年寮（しょうねんりょう）という。子どもたちの寮
（家）に入れられ、そこにはかん者さんのりょう父がいて、へ
やが４つあって、18畳（じょう）の部屋に12、3人、子どもた
ちがいっしょに生活する。
　それはすごいいじめにもあいました。わたしにはすばらしい
お母さんがいたから会いに来てくれる、食べ物がない時代
（食べ物を）持って来てくれる、手紙も来る。
　でもね、同じ子どもたちのなかでも親においていかれて
ね、家からも、お父さんお母さんもだれも会いに来てくれな
い人もいる。そういう人たちはね、わたしに手紙が来るとわた
しの手紙を取ってやぶいて火に入れてもやしちゃう。何か
（食べ物が）来てもかってに持っていって食べられてしまう。
　ある時は手足をしばられて、かもいのところにつるされて、
今でも、左の耳の後ろに穴があいているけれども、たたかれ
て、中耳炎をおこして穴があいてる。
　でも、わたしははをくいしばってがまんしました。皆さん、人
間はがまんできる動物なんです。わたしが小学校で教わっ
た先生は、「努力しなくてもいいから」「あきらめない」ことを
教わりました。
　わたしはハンセン病になって69年になりますけれども、や
はり１人の人間として、ハンセン病にかかった者として、あき
らめないで、みんなのハンセン病に対するまちがった思いを
直していきたい。
　人間は自分が少し勉強ができたり、良い物をもっていたり
すると、少しいばりたくなる。
　また、人からいじめを受けることがあります。でもわたしは
いじめられたからといって、いじめ返しはしない。うらみをうら
みで返したって、またいじめられる。くり返しになる。いじめら
れてもいじめ返さない。
　いじめられたらどうするか。悪口言われたらどうするか。
みんなで話し合って、自分１人で考えない。お父さん、お母
さん、先生、校長先生、お兄さん、お姉さん、だれにでも話し
て、いじめが「悪いこと」だといじめる人に「気付かせる」これ
が大事だ、こう思います。
　みなさんは「平沢さんそんなこと言ったって」、「ぼくは、私

はそんなことできないよ」と思うかもしれませんが、考えてい
ただきたいと思います。

●解説
　平沢さんが子どもの

ころ、日本はアメリカや

中国と戦争をしていま

した。戦場では多くの

命が失われ、国民は苦

しい生活をしいられて

いました。戦争が激しく

なってくると、日本もこ

うげきを受けるように

なり、りょうよう所もひ

害を受けました。

　戦争中、戦争に勝つために、ハンセン病の人たちも、アメ
リカの兵隊とたたかえる人間になれって、そういうくんれんを
させられました。
　食べ物もぜんぜんない。１日にじゃがいも、このくらいの１
食１個、さつまいも１つ、おなかがすいて、おなかがすいて夜
ねむれない。タオルを、手ぬぐいを水でぬらして、口にくわえ
て、飢（う）えを、おなかをすいたのをがまんした。そういう中
で、本当にみなさんに、自まんにならないけれども、人間の肉
以外、食べられるものは、なんでも食べて、生きていました。
　戦争というのはみんなが殺しあって、物をこわしあって、み
んながびんぼうになって、本当に食べ物も食べることができ
ない、人間のおろかな心の病、心の恥（はじ）、これが戦争
です。

●解説
　平沢さんの少年時代はハンセン病に良くきく薬があり

ませんでした。しかし、昭和20年代、プロミンという薬がア

メリカで作られ、ハンセン病を治せるようになったのです。

ハンセン病は不治の病とあきらめていたかん者の皆さん

は、プロミンに大きな期待をよせました。

　結核（けっかく）のために作ったプロミンという薬が日本に
来た。国は「ハンセン病の人は病院に入れて、死んでもら
う」、国が薬を買うお金を出してくれないので、わたしのお母
さんは土地を売ってお金を送ってくれた。早く良くなって家
に帰りたい。
　でも、さっき言ったように、悲しいかな「らい菌（きん）」は、
どのくらい薬を使えばいいか当時は分からなかった。今は
ちゃんと分かるようになってるけれど。

●解説
　平沢さんは薬を
使いすぎたために
手が不自由になっ
てしまいました。仕
事ができなくなっ
た平沢さんは、りょ
うよう所を出て生活する社会復帰の夢をあきらめま
した。

　昭和25年（1950年）今から60年前に所内で結婚
（けっこん）しました。結婚してもわたしにはあなた方のような
かわいいひ孫も、お母さんお父さんのような孫も、校長先生
のような息子をもつことも、「ダメだ」。「ハンセン病の人は子
どもをもっちゃいかん」、「かわいがっちゃいかん」。こう言わ
れ、わたしは、わたしの血を引く子どもをもつことを法律でき
んじられたんです。

　自分がハンセン病になってつらかったけれども、二度とわ
たしのような苦しみや悲しみを、みなさんにあたえてはいけ
ない。
　ハンセン病じゃなくて障がいがある人、あるいは、家でお
父さんしかない人もいるし、お母さんしかいない人もいる。お
ばあちゃんといっしょにくらしてる人もいる。
　人間はこの地上に両親を選んで、あなたたちの今いるお
父さんやお母さんの、子どもになりたいと思って、生まれてく
ることはできない。わたしも、たん任の先生も、校長先生も同
じです。
　お母さんは、あなた方をこの地上に送るために、大きなお
なかをして、生んでくれるために、すごい苦しみを味わって、
きせき的にあなたたちは選ばれて、この世の中に生まれ出
てきた人たちです。わたしもそうです。
　でも命だけではしかたがない、人が生きる、これは大変な
んです。
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「ヒュー、ガタガタン」。今でもそのことはわすれません、「これ
は大変なところに来てしまった」。

　わたしたちのせんぱいのおじさんやおばさんたちは、ひい
らぎのかき根の外に、にげて行けないように深いあなをほら
された。土をすてることなく、学園のところに、10メートルほ
どの築山（つきやま）をつくって、そこから外をながめ、ふるさ
とをながめる丘とした。「望きょうの丘」って名前が作られた
わけです。わたしも、筑波山の方を見て（ふるさとが茨城県
ですから）、ふるさとをながめました。

　わたしが全生園に来たときは（入所者が）1300人い
た、今は283人だけ。今は病気になる人がいないから
（へっている）、子どもも80人くらいいた。
　わたしは少年寮（しょうねんりょう）という。子どもたちの寮
（家）に入れられ、そこにはかん者さんのりょう父がいて、へ
やが４つあって、18畳（じょう）の部屋に12、3人、子どもた
ちがいっしょに生活する。
　それはすごいいじめにもあいました。わたしにはすばらしい
お母さんがいたから会いに来てくれる、食べ物がない時代
（食べ物を）持って来てくれる、手紙も来る。
　でもね、同じ子どもたちのなかでも親においていかれて
ね、家からも、お父さんお母さんもだれも会いに来てくれな
い人もいる。そういう人たちはね、わたしに手紙が来るとわた
しの手紙を取ってやぶいて火に入れてもやしちゃう。何か
（食べ物が）来てもかってに持っていって食べられてしまう。
　ある時は手足をしばられて、かもいのところにつるされて、
今でも、左の耳の後ろに穴があいているけれども、たたかれ
て、中耳炎をおこして穴があいてる。
　でも、わたしははをくいしばってがまんしました。皆さん、人
間はがまんできる動物なんです。わたしが小学校で教わっ
た先生は、「努力しなくてもいいから」「あきらめない」ことを
教わりました。
　わたしはハンセン病になって69年になりますけれども、や
はり１人の人間として、ハンセン病にかかった者として、あき
らめないで、みんなのハンセン病に対するまちがった思いを
直していきたい。
　人間は自分が少し勉強ができたり、良い物をもっていたり
すると、少しいばりたくなる。
　また、人からいじめを受けることがあります。でもわたしは
いじめられたからといって、いじめ返しはしない。うらみをうら
みで返したって、またいじめられる。くり返しになる。いじめら
れてもいじめ返さない。
　いじめられたらどうするか。悪口言われたらどうするか。
みんなで話し合って、自分１人で考えない。お父さん、お母
さん、先生、校長先生、お兄さん、お姉さん、だれにでも話し
て、いじめが「悪いこと」だといじめる人に「気付かせる」これ
が大事だ、こう思います。
　みなさんは「平沢さんそんなこと言ったって」、「ぼくは、私

はそんなことできないよ」と思うかもしれませんが、考えてい
ただきたいと思います。

●解説
　平沢さんが子どもの

ころ、日本はアメリカや

中国と戦争をしていま

した。戦場では多くの

命が失われ、国民は苦

しい生活をしいられて

いました。戦争が激しく

なってくると、日本もこ

うげきを受けるように

なり、りょうよう所もひ

害を受けました。

　戦争中、戦争に勝つために、ハンセン病の人たちも、アメ
リカの兵隊とたたかえる人間になれって、そういうくんれんを
させられました。
　食べ物もぜんぜんない。１日にじゃがいも、このくらいの１
食１個、さつまいも１つ、おなかがすいて、おなかがすいて夜
ねむれない。タオルを、手ぬぐいを水でぬらして、口にくわえ
て、飢（う）えを、おなかをすいたのをがまんした。そういう中
で、本当にみなさんに、自まんにならないけれども、人間の肉
以外、食べられるものは、なんでも食べて、生きていました。
　戦争というのはみんなが殺しあって、物をこわしあって、み
んながびんぼうになって、本当に食べ物も食べることができ
ない、人間のおろかな心の病、心の恥（はじ）、これが戦争
です。

●解説
　平沢さんの少年時代はハンセン病に良くきく薬があり

ませんでした。しかし、昭和20年代、プロミンという薬がア

メリカで作られ、ハンセン病を治せるようになったのです。

ハンセン病は不治の病とあきらめていたかん者の皆さん

は、プロミンに大きな期待をよせました。

　結核（けっかく）のために作ったプロミンという薬が日本に
来た。国は「ハンセン病の人は病院に入れて、死んでもら
う」、国が薬を買うお金を出してくれないので、わたしのお母
さんは土地を売ってお金を送ってくれた。早く良くなって家
に帰りたい。
　でも、さっき言ったように、悲しいかな「らい菌（きん）」は、
どのくらい薬を使えばいいか当時は分からなかった。今は
ちゃんと分かるようになってるけれど。

●解説
　平沢さんは薬を
使いすぎたために
手が不自由になっ
てしまいました。仕
事ができなくなっ
た平沢さんは、りょ
うよう所を出て生活する社会復帰の夢をあきらめま
した。

　昭和25年（1950年）今から60年前に所内で結婚
（けっこん）しました。結婚してもわたしにはあなた方のような
かわいいひ孫も、お母さんお父さんのような孫も、校長先生
のような息子をもつことも、「ダメだ」。「ハンセン病の人は子
どもをもっちゃいかん」、「かわいがっちゃいかん」。こう言わ
れ、わたしは、わたしの血を引く子どもをもつことを法律でき
んじられたんです。

　自分がハンセン病になってつらかったけれども、二度とわ
たしのような苦しみや悲しみを、みなさんにあたえてはいけ
ない。
　ハンセン病じゃなくて障がいがある人、あるいは、家でお
父さんしかない人もいるし、お母さんしかいない人もいる。お
ばあちゃんといっしょにくらしてる人もいる。
　人間はこの地上に両親を選んで、あなたたちの今いるお
父さんやお母さんの、子どもになりたいと思って、生まれてく
ることはできない。わたしも、たん任の先生も、校長先生も同
じです。
　お母さんは、あなた方をこの地上に送るために、大きなお
なかをして、生んでくれるために、すごい苦しみを味わって、
きせき的にあなたたちは選ばれて、この世の中に生まれ出
てきた人たちです。わたしもそうです。
　でも命だけではしかたがない、人が生きる、これは大変な
んです。
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国立ハンセン病資料館語り部活動

平沢保治保治さんさん講演講演平沢保治さん講演

　ハンセン病という病気は「悪いことした人たちがなる病気
だ」、「神様やほとけ様がばちをあたえてなる病気」だ。また、
お父さんやお母さんやおばあちゃんやおじいさんがハンセン
病だと、家族がみんなハンセン病に
なってしまう。こういう、まちがった考え
かたが長く続きました。
　でも、それを、正しくときあかしたの
が、ノルウェーのハンセンというえら
い、りっぱなお医者さんだったので
す。今から137年前（明治６年
1873年）に「悪いことした人がなる病気」でも、「神様やほ
とけ様がばちをあてる病気」でも、「家族にハンセン病の人
がいると、みんなハンセン病になってしまう」。そんなことはな
いカゼのように菌（きん）によってハンセン病になる。こういう
ことを、発見した人であります。
　でも、多くのお医者さんやお役人やおじさんやおばさんの
中には、今までの「悪い人がなる」「神様やほとけ様からば
ちをあてられた人がなる病気」というまちがった考えをちゃん
と、けじめをつけずに（そのままにして）菌（きん）が見つかっ
て伝染病だというと、ちょっとハンセン病の人に会ったり病
院に来たりしてもうつる。こういうまちがった考えかたが、みん
なで言われるようになりました。
　でもね、ハンセンの病気は、なかなか人にはうつらない。

　でも日本は今から102年前、明治40年（1907年）に
法りつをつくって、ハンセン病の人はいやだっていっても病
院におしこめちゃう。そして外に出さない。病院なのに中にろ

う屋がつくられて、悪いことしていないのにろう屋があって、
火葬場（かそうじょう）もあって、かん者さんがなくなると、か
ん者さんが仕事で火そうして、お寺もあって、かん者さんの
おぼうさんがおきょうをあげたりおそう式をしたりする。
　ハンセン病資料館のとなりにはおはかがあります。100
年間に、死んでもふるさとへ帰ることをゆるされない人たち
が、（平成21年で）4070人が納骨堂（のうこつどう）にね
むっています。
　そういうことをして（ハンセン病かん者を）病院から出さな
い。病院に入ってもハンセン病はなおらないじゃないか、出
てくる人がだれもいない。わたしたちは、いったんハンセン病
だといわれると、まちがって入れられた人までも、外に出るこ
とはできなかったのです。
　病院だから、お医者さんやかんごしさんや、家がこわれた
らなおす人、木のていれをする人、草をとる人、そういう仕事
はぜんぶ、外の人がやるべきなのに、病院に入った人たち
（ハンセン病かん者）が、仕事をさせられて、病気になった
人をめんどうみる。体の不自由な人をめんどうみる。子ども
でも午前中、学校行って、お昼から仕事をさせられる。こうい
うことが、長くつづきました。
　わたしはそういうきびしい中で、中学１年生（１３さい）のと
きに、「平沢さん、あんたハンセン病だよ」こう言われました。
東京大学のえらいお医者さんから、「うちでなおしてあげて
もいいけれども」、「東村山にはりっぱな病院がある」。「１年
で病気が治る」。こういわれました。

　あなたがたも今、４年生から５年生になって、最高学年に
なって中学生になる、高校にいきたければ受験もある。おい
しいものも食べたい、いろいろなものもほしい。でもこれは１
人１人が生きていく、「人生（じんせい）」という道を歩みな
がら、あなたがた１人１人が作りだすものです。楽しいこと
も、苦しいことも、幸せなことも、みんなあなた方が、人間１人
１人が作りだしていく、だから、生きるということは大切なん
です。
　あなたがたの中にはアニメのビデオで、「死んでも、天国
から生きてこられる」、こう思ってる人がいたら、絶対そういう
ことはない。この地上に１回しか命はさずからない、だから、
大切にしなければいけないのです。
　あなたたちは、地球の宝物なんです。１人１人みんな
宝物。
　お金は必要です。知しきも必要です。物も必要です。でも
それだけじゃ、この地球で人間が住んでいけない。
　わたしはハンセン病になった。不幸になった。でも、右手
で字が書けなければ左手で、左手で字が書けなければ口
で、（口で書くときは万年筆をこうハンカチでつつまないとよ
だれで原こう用紙がよごれてしまう）口で書けなければ足
で、足も後いしょう、今は口じゅつ筆記。年令は明日（平成
22年3月17日）で83才になる。けれども、全生園でものを
書くことではだれにも負けない。
　園内の人たちが仕事をしなくても生活できるように、「らい
予防法」という法りつを変えよう、こういう運動にも力をつくし
ましたけれども、最初は失敗しました。そうしてみんなにいじ
められる、清せの駅や、秋つの駅や、東村山の駅にいって
も、きっぷを売ってくれない、食べ物も売ってくれない、タク
シーに乗っても、「全生園だったら下りてください」。こう言わ
れる。
　わたしは何にも悪いことしていない。体がハンセン病に
なって、一生けん命働いたために手足がこんなになって、
火の中、水の中に（手足を）入れても、熱いか冷たいかわか
らなくなった。
　だからこの手は、この体は、人に自まんできるものだと思っ
ています。はずかしいと思ってない。これは一生けん命働い
たり運動した、わたしの勲章（くんしょう）と思っている。

　わたしはこの地いきにいじめられたけれども、感しゃのしる
しとして、緑を残していこうと、40年前から植えつけ、今、桜
500本、梅200本、250種類３万本の木を植え続けてい
ます。鳥も来る、カブトムシも
いっぱいいます、トンボもいま
す、トンボやカブトムシの住
めるところは、だれもが生き
ていけるところなんです。

　今、全生園の入所者は平きん年令は、81才　全員で
283人。あなたたちが、高校生か成人式をするころ、この全
生園はなくなると思います。
　でもわたしたちは、全生園にある３つの宝物。ひとつは生
きるために開こんして切り開いた土地、35万平方メートル、
10万坪（つぼ）あまり。２つ目はこの緑。３つ目は、この地上
に生を受けてきて、ハンセン病になったけれども、命がどん
なに大切か、みなさんがたもこれから大人になって、どういう
道を歩んでいくとしても、それは社会の中で大切なことなん
です。
　大学のりっぱな先生になることも必要ですし、お金のうん
ととれる社長さんになるのも大事です。でも、その人たちだ
けで世の中は回っていかない。家を建てる人、パンを作る
人、バスを運転する人、電車の運転士さん。それぞれ、この
地球が平和にいくための、役目をはたしているわけです。
　そのことを、わたしたちはじっせんしてきた、これが３つ目の
宝物です。

　みなさんは学校にいくことがいやになるかもしれません。
また、いじめはぼう力だけじゃなくて、かげ口をされるかたも
いるかもしれません。でも、ぼう力をふるうとき、自分のほおな
り、体をたたいて「痛い」と思ったら、「相手をたたいたら、痛
いんだ」と思ってください。
　くりかえして申し上げますけど、サル山のボスザルは、何
かあげると、１人で食べちゃってだれにもわけない。
　あなたたちのお父さんお母さん、兄弟、先生がた、おばあ
ちゃんおじいちゃん。何かおいしいものがあったり、あなたた
ちを喜ばせようと思って、一生けん命に働き、連れていってく
れたり、遊んでくれたりしてくれる。お父さんはいそがしいか
ら、お母さんはいそがしいから。そういうことをしてもらえない
人もいるかもしれないけれど、そういう人たちと、お友達と仲
良くしていく。
　あなたたちに「人権（じんけん）」という言葉は難しいかも
しれないけど、1つ目にあなたたちは「よく遊ぶこと」。２つ目
はみんなと「仲良くすること」。よく遊べば友達もできるんで
す。そして３つ目に「勉強すること」。勉強は、そんなこと言う
と、お母さんやお父さん、先生にしかられるけど、いやな時
はやらなくていいんです。したい時は一生けん命やる、好き
なことは一生けん命やる、長所はぐっとのびる、短所もいつ
かは長所になる。そういうことを、ぜひ心のどこかにおいて、
今日、全生園に来たことを心にとめて、あきらめないで自分
が好きなことをしてください。
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